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丸亀市市民交流活動センターマルタスの運営状況について 

 

１．マルタスの利用状況 

■「交流」…活動や情報の交流 

 来館者数（人） 市民活動参加者数
(人) 

HP アクセス数 
(※1) 

インスタグラム 
登録者数(人) 

令和２年度 
(R3.3.22 開館) 

26,324 266 9,482 － 

令和 3 年度 575,003 4,532 161,774 3,927 

令和 4 年度 768,328 8,584 187,252 5,163 

令和 5 年度 796,749 10,214 ※2 215,242 5,818 

令和 6 年度 808,292 11,712 222,942 6,275 

※１ セッション数 …HP へ訪問した回数。複数のページを見ても 1 回とカウント 

※２ R5 よりグーグルアナリティクス（Web アクセス分析ツール）が UA から GA4 に変更 

 

 

■「活動」…市民活動支援 

 市民活動登録

(件) 

市民活動相談 

(件) 

市民活動開催

（件) 

マルタス自主企画

（件） 

令和 2 年度 ※3   43 55 10 12 

令和 3 年度 173 1,129 230 244 

令和 4 年度 264 705 748 196 

令和 5 年度 246 801 951 201 

令和 6 年度 251 752 1,095 203 

※３ R3 年度分を R2 年度中に登録したもの 
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２．令和 6 年度の主な取組 

①支援事業 

■市民活動交流会（毎月開催） 

  活動に関する悩みや課題を交流会のテーマとし、コミュニケーションを取りながら、新た

なアイデアを考えたり、人々のつながりづくりを目的に開催。 

 

■市民活動相談会 

支援カウンターでの相談窓口（予約不要）とは別に市民活動相談会を実施。事前予約制と

することで、より深い相談に対応することが可能。今後の活動ビジョンについての相談や活

動周知に関する相談など、課題に向き合いながら整理することも可能。 

 

■セミナーや講演会の開催 

・【セミナー】日本郵政と始める！はじめての助成金活用セミナー 

（令和 6 年 10 月 2 日） 

  日本郵便の「日本郵便年賀寄付金配分事業」の担当者より、事業の 

概要及び申請方法の説明に加え、「申請書の書き方やコツ」や「審査 

のポイント」等も聞ける内容となっている。難しい印象の助成金申請 

だが、初心者にも分かりやすく前向きに利用を検討していただくこと 

を目的に開催。 

 

・【研修会】 聞くスキルを磨いてコミュニケーション力を高めよう 

～プロから学ぶコーチング研修体験会＋全 4 回～（令和 6 年 11 月～） 

講師：国際コーチ連盟プロフェッショナル認定コーチ 平本正則氏 

  コミュニケーションにより、相手の気づきを引き出し、自発的な成 

長を促すためのスキルを学ぶ研修会。活動者より「もっと話を聞くス 

キルを磨きたい」との希望を受けて企画したもので、傾聴や質問、フィ 

ードバックなどを講義やロールプレイを通じて習得することを目的に 

開催。 

  

・【講演会・交流会】地域×教育～子どもたちを社会で育てる地域へ～（令和 7 年 3 月 15 日）  

講師：特定非営利活動法人スクール・アドバイス・ネットワーク理事長 生重幸恵氏 

  社会がめまぐるしく変化し、未来予測が不可能な今、地域社会も家 

庭も、未来の創り手である「子どもたちを育む環境」に大きな課題を 

抱えている。市内外の実践事例にも触れながら、丸亀の良さを活かし 

ながら、子どもたちを育むために何が必要かを一緒に考えた。 
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②17 コミュニティの活動展示：（令和 6 年 7 月 10 日～令和 7 年 4 月 10 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

日頃コミュニティとの関わりが少ない方や

若い世代の方に、コミュニティの活動をより身

近に感じてもらえるよう、それぞれの地域の特

徴や人物紹介をまとめ展示を実施。 

事前の取材では人の魅力を強く感じ、人の温

かさが伝わる展示となるよう努めた。 

展示期間；1 地区につき、約 1 ヵ月 
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③人とのつながりや活動の広がりの可視化 

マルタス開館を機に活動を始め、継続して活動している方々にインタビューを実施し、活動

を始めた「きっかけ」や「これまで」、「これから」をお聞きし、HP や Facebook で特集記事

「Expanding Story～まるがめの市民活動～」を随時発信中。以下、マルタス HP より抜粋。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

団体名：まるまま 

（2024 年 11月 23 日掲載） 

きっかけ 

活 動 

広がり 

現 在 

・自分たちが持っている「助産師」の資格や知識を活かして地域貢献したい。 

・地域のママたちが笑顔になれる場所を作りたいとマルタスで活動を始めた。 

・マルタスのキッズスペースでベビーマッサージ 

・妊娠期から産後の女性・家族を対象とする講座や包括的性教育講座の開催 

・母子の健康や育児をサポート 

・授乳支援や産後ケアなど地域でも活動を開始。 

・マルタスでの活動を知り講師の依頼があり講演会に出席。 

・丸亀市内外の保育所や幼稚園から、性被害を含めた生命の安全教育について 

の講師依頼があり、保護者や子どもだけでなく先生を対象とした講演も行っ 

ている。 

・今後は子どもの発達や食事（離乳食や腸活）についても伝えていきたい。 
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団体名：特定非営利活動法人 

くれよんきっず 

（2024 年 11月 19 日掲載） 

きっかけ 

活 動 

広がり 

現 在 

・現場で働く保育士や福祉施設に携わる方に「保育士」としての経験を活かし、何か 

サポートができないかと、元保育士たちで結成した団体。 

・NPO法人を立ち上げたものの、コロナ禍で思うように活動ができていなかった。 

・マルタスで相談等の支援があることを知り、市民活動登録を行う。 

・団体の活動を知っていただくため、情報発信や活動内容を整理しながら活動を開始。 

・定期的な活動の開催や交流会への参加を通して、マルタスでの活動の基盤を固める。 

・情報発信の種類や見せ方を学び、積極的な広報活動を行う。 

・定期的な活動に加え、他の活動者と一緒に活動を行うなど活動の幅を広げている。 

・マルタスでの活動を知り、こども園や福祉施設での活動につながった。 

・団体が継続できるよう、活動資金（助成金や協賛など）を検討している。 
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■学生の自主活動に対する支援 

・丸亀大文化祭実行委員会 

 令和 5 年 3 月に四国家サポーターズクラブが行った「まるがめ地域活性化プランコンテス

ト」で最優秀賞を獲得した「丸亀大文化祭」の実現に向けた取り組みに参加。高校生と地域の

人々が交流する場をつくることを目的に、令和 6 年 6 月 8 日に開催。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・高校生ボランティア部 in まるがめ 

丸亀市社会福祉協議会が市内の高校生を 

対象に令和 5 年 6 月に第 1 期が発足。 

個々のボランティア活動に加え、高校生 

や大学生の社会貢献活動を顕彰する「まる 

がめ学生ボランティアアワード」を開催。 

マルタスは定例会への出席のほか、ボラン 

ティアアワードを共催で開催し、企画・運 

営等に参加。 

 

 

・独立行政法人国立高等専門学校機構 香川高等専門学校 

事業名：クラファンで解決まで導く簡潔型探求学習プログラムの実践 

 

地域共創プラットフォーム香川「産官学共創チャレンジ 

支援補助金」を活用した事業で、香川高専とマルタス、ナ 

イスタウンとの連携事業。 

 地域課題を解決する事業の立ち上げを目指したクラウド 

ファンディングに挑戦する探究学習プログラムの実践。 

 市民活動者と学生とのワークショップで、地域課題を探 

り、子どもたちの農業体験を軸とした、地域活性と食育を目指す循環プロジェクトを企画した。 

事業の資金を集めるため、クラウドファンディングを行い実施予定。 

令和 7 年度は、「丸亀のミライのためにジブンタチができ

ること」をテーマに募集を行う。 

・募集期間：令和 7 年 6 月 1 日（日）～8 月 31 日（金） 

・最終審査、表彰式：令和 7 年 10 月 26 日（日） 

【申込先】 

 四国家サポーターズクラブまるがめ地域活性化高校生 

プランコンテストプロジェクト 

丸亀市市民交流活動センターマルタス（0877-24-8877） 

 


